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選挙啓発活動について 

明るい選挙推進協議会会長 髙橋 佳子 

 

 ここ数年は新型コロナウイルス感染症の影響から四日市市明るい選挙推進協議会の活動にも

様々な制約がありましたが、昨年度は徐々にコロナ禍前の活動が戻り、昭和３８年２月８日に発

足した当会も今年で６１年目を迎えることができました。四日市大学祭や二十歳を祝う会での啓

発は実に４年ぶりに実施することができました。多くの若者には各催事場の現場で顔を合わせて

思いを伝えることができましたので大変良かったなと感じております。 

今年は世界的にも選挙の年といわれるほど重要な選挙が続きます。四日市市においても、最も

身近な政治である市政の担い手を選ぶ四日市市長選挙が執行されます。 

 皆様がそれぞれの地域で行う啓発活動は、「投票に行こうかな」と思ってもらうきっかけ作り

として非常に大きな社会的意義があります。今後も四日市市明るい選挙推進協議会が一丸となっ

て投票参加を呼びかけていきたいと思いますので、皆様のお力添えをいただけますと幸いです。 

 明るい選挙機関紙 
第２０号 

お 隣 へ  声 を か け 合 い  投 票 へ 

四日市市文化会館で開かれた新成人への選挙啓発に参加した地区幹事のみなさん 

令和６年４月３０日発行 

四日市市明るい選挙推進協議会 
(諏訪町１番５号・市選挙管理委員会事務局内) 
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表彰受賞者のご紹介 

長年、地区での啓発事業をはじめ、明るい選挙の推進に尽力された委員には、市選挙管理委員

会委員長から表彰していただいております。 

今年度は、次の１０名が表彰されました。おめでとうございます。 

日永地区 平良 直美 様 四郷地区 伊藤 町子 様 四郷地区 森 勝生 様 

桜地区 能勢 陽子 様 八郷地区 三林 政見 様 大矢知地区 筑紫 家孝 様 

保々地区 市川 収 様 中部地区 田中 紀子 様 海蔵地区 前川 千鶴子 様 

楠地区 矢田 美代子 様 

 

選挙事務協力へのお礼と協力依頼について  市選挙管理委員会委員長 渡邉 八尋 

明るい選挙推進協議会の皆様には、各地区での啓発活動を始め、選挙時においては期日前投票

の立会人への就任や臨時啓発にご参加いただくなど、多大なご協力をいただき厚くお礼申し上げ

ます。 

 昨年の四日市市議会議員選挙においては、現在の定数が３４人と定められてからは最多となる

４９人が立候補し、激しい選挙戦が展開されましたが、投票率は残念ながら前回を下回る結果と

なりました。 

 選挙管理委員会としましては、投票環境の更なる改善に向け、先進地での事例等を研究しなが

ら、本市に適した取り組みを実施していきたいと考えております。 

 今年は四日市市長選挙が予定されております。明るい選挙推進協議会の皆様には、引き続き選

挙執行や啓発活動について、ご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

また、本年は委員の改選の年にあたります。退任される皆様には、明るい選挙推進活動にご尽

力、ご協力を賜りましたことを厚くお礼申し上げますとともに、再選された皆様には、引き続き

当会の活動にご協力賜りますようお願い申し上げます。 

 

四日市市二十歳を祝う会に参加して  

                              山田 眞美子（河原田地区） 
 

 コロナ禍は、減少傾向にありますが、未収束。ウィズコロナ状況下でも気を緩めることはでき

ません。１８歳からの選挙が可能となり、投票日には若い方の参加が増えてきているようで、様々

な機会をとおしての模擬投票キャンペーンなどは一定の効果があるのではと思います。政治への

関心が高まることは“私たちの一票”投票率向上に寄与し、現在そして未来への方向性を示して

いるように思い、日常啓発活動の必要性を痛感します。 
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令和５年度に実施した啓発事業の紹介  

 令和５年度選挙啓発モデル地区の事業として、四日市ジャズフェスティバルにおいて啓発を行

いました。令和５年度の選挙啓発モデル地区は川島、下野、神前、八郷の４地区でした。また、

今年度は４年ぶりに四日市大学祭において啓発活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族と子供の地道な啓発 

                         服部 善男（三重地区） 
 

 三重地区には、小学校３校、中学校２校があります。三重

地区委員会では、平成１８年頃から、夏休みの宿題として、

選挙に関する書道を各学校にお願いしてきました。「投票率の

低下や平成２８年に選挙権年齢が１８歳以上に引き下げられ

た効果」等について、ご家族で話し合っていただき、日本の

未来を担う若者に少しでも選挙に関心を持っていただき、投

票率の向上につながることを目的として実施しています。出

品された書道作品は、三重地区文化祭において展示を行って

います。 

四日市ジャズフェスティバルでの選挙啓発の様子 

選挙啓発に参加したモデル地区の委員のみなさん 

 

四日市大学祭での選挙啓発の様子 

啓発物資を 

配布する委員 
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           令 和 ６ 年 度 明 推 協 委 員 名 簿 

                          ○印は地区幹事     令和6年4月1日現在 

地区 氏名 地区 氏名 地区 氏名 地区 氏名 地区 氏名 地区 氏名 

富
洲
原 

○宮脇 榮喜 

髙橋 はるみ 

鈴木 修市 

伊藤 美代子 

樋口 ハル子 

山下 誠一 

日 

永 

○鈴木 正明 

平良 直美 

西村 靖枝 

淺川 八重子 

中村 実紀 

加藤 千登世 

濵中 康子 

加藤 雄二 

小
山
田 

○北尾 喜子 

平尾 充子 

森田 ふさ子 

酒井 美枝子 

須藤 孝子 

田中 四郎 

三 

重 

○大治 博幹 

國武 京子 

服部 善男 

西川 初七 

永野 智也 

落合 薫 

伊﨑 司郎 

大
矢
知 

○林 純子 

三輪 真純 

筑紫 家孝 

加藤 茂 

栗須 勇 

中 

部 

○水谷 謙之 

豊田 百合子 

田中 紀子 

山口 明子 

稲垣 裕子 

南 喜美代 

渡辺 冨美夫 

富 

田 

○髙橋 佳子 

渡邉 佳代子 

渡邉 雅代 

原田 郁子 

四 

郷 

○伊藤 町子 

森 勝生 

伊達 章平 

民谷 厚子 

真弓 秀子 

川 

島 

○清水 正己 

後藤 誠一 

今村 博志 

澤村 弘行 

毛利 英和 

県 

○赤井 眞知子 

矢田 惠美 

清水 康子 

藤波 誓子 

河
原
田 

○山田 眞美子 

今村 亘 

大平 さなえ 

髙橋 艶子 

伊藤 ひと美 

海 

蔵 

○笹原 久子 

森下 尚子 

前川 千鶴子 

石﨑 裕子 

羽 

津 

○八巻 敬司 

尾﨑 久美子 

安田 久子 

斉木 一彦 

長山 里美 

坂 地三 

内 

部 

○村山 久子 

堀 育夫 

中野 恵子 

佐々木 幹男 

前岨 千恵 

神 

前 

○佐野 しのぶ 

鈴木 敏夫 

川上 正剛 

門脇 正幸 

森田 晴美 

八 

郷 

○三林 政見 

石田 隆子 

山尾 和子 

山本 敏明 

水 

沢 

○矢田 宗久 

黒田 幸生 

清水 敏弘 

原 悦子 

橋 

北 

○塚脇 大仁 

中平 小夜子 

伊藤 重幸 

伊藤 豪人 

常 

磐 

○梅井 通夫 

塚本 和泉 

丹羽 章 

川村 育子 

竹腰 利治 

堀野 美知子 

塩 

浜 

○石田 千草 

渋谷 陽子 

林 よし子 

伊藤 富子 桜 
○小西 功 

能勢 陽子 

伊藤 隆夫 

林 幸一 

岡本 宏明 

若松 和昭 

山本 孝幸 

下 

野 

○下田 修 

豊田 隆 

谷口 晴彦 

丹羽 陽子 
保 

々 

○市川 収 

藤牧 千惠美 

葛巻 華子 

柴田 明美 

堀田 ふじ子 

楠 

○裏川 薫 

矢田 美千代 

竹内 チエ子 

髙見 英朗 

森本 美佳 

委員長 山田 眞美子(河原田) 

委 員 八巻 敬司(羽津)、三林 政見(八郷)、笹原 久子(海蔵)、林 純子(大矢知) 

  

 

お世話になります。 

令和６年３月３１日付けで退任された方－長い間、ありがとうございました。 

[富洲原] 伊藤 千津子、荒木 厚子、稲垣 克子、鈴木 京子、太田 津千代 [羽津] 久志本 正彦、松﨑 武夫 

[常磐] 田中 しず子 [日永] 加藤 恵美子 [四郷] 古川 とし子、 加藤 喜代子  [内部] 前岨 孝夫、光本 哲夫、

西尾 貴子 [小山田] 萩 伸元、椎名 茂則、国府田 愛子  [川島] 林 卓也 [神前] 近藤 静夫 [三重]南 勝信、

本田 榮、山北 憲一、森元 宏樹 [八郷] 進士 弘 [下野] 宮下 博一、宮﨑 潤 [水沢] 森 敏彦、畑中 一弘 

[保々] 霞 堤三 [中部] 三日市 存 [橋北] 服部 富子 [楠] 藤田 倫子 

あとがき（広報委員一同） 

◎…本年度は、長くお世話になった委員の方が代わる年でもあり、去られる方は残念ですが、新しく選任された委

員さんに期待してお互いに力を合わせていつまでも広報を守り、よりよい「私たちの一票」を出版していこうで

はありませんか。 

◎…コロナが５類になり地区の行事やイベントが増えてきました。今年は四日市市長選があります。一人でも多く

の方が投票に来ていただけるように頑張りたいと思います。 

◎…今年は市長選（１１月）、来年は参院選（７月）・知事選（９月）・衆院選（１０月/任期満了）と選挙が続きま

す。貴重な〝一票〟を無駄にしないよう、特に次代を背負う若年層には政治へのより一層の関心を寄せていただ

きたいと思います。 

◎…選挙年齢が１８歳になったので若い人々への啓発活動に力を入れていこうと思っています。 

広報委員会 


